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量子ナノ構造中に閉じ込められた励起子は、量子閉じ込め効果により高強度で高速な発光を示

すことが知られている。本研究では、この発光特性を利用したシンチレータの開発に向けて、量

子井戸構造を有する有機無機ペロブスカイト型化合物(RNH3)2PbBr4{R：炭化水素}に着目した。当

該物質は、有機層を障壁層、無機層を井戸層とした量子井戸構造とみなされる。無機層に形成さ

れる励起子は、量子閉じ込め効果により高強度で高速な

発光を示すことが報告されている。[1]本研究では、厚さ

4 mmの(C6H5C2H4NH3)2PbBr4結晶を作製し、γ線及び X 線

照射下のシンチレーション特性を調べた。 

 (C6H5C2H4NH3)2PbBr4 結晶{Phe}を貧溶媒拡散法により

作製した。得られた結晶について、137Cs (662 keV)を用い

たパルス波高スペクトル、X 線照射下のシンチレーショ

ン時間プロファイルの測定を行った。比較対象として

GSO:Ceを用いた。図 1に、Pheと GSO:Ceのパルス波高

スペクトルを示す。波高値がそれぞれ 247 (Phe)、183 

(GSO:Ce)であった。アバランシェフォトダーオード用い

た測定装置で得られた GSO:Ce の発光量 10,000 

photons/MeVから、[2] Pheの発光量は 15,000 photons/MeV

であった。図 2 に、Phe と GSO:Ce の X 線照射下のシン

チレーション時間プロファイルを示す。第一成分がそれ

ぞれ 8.2 ns (Phe), 48 ns (GSO:Ce)であった。以上の結果、

Phe は GSO:Ce と比較して高強度で高速な発光を示すこ

とがわかった。本講演では、シンチレーション特性の詳細

に加えて、紫外光照射下の発光特性についても述べる。 
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Fig.1 Pulse height spectra 

 

Fig.2 Scintillation decay profile 
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